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令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
度
に
実
施
し
た
第
二
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
は
、「
渋
谷
の
落
書
き
と
ア
ー
ト
の
あ
い
だ　

─
「
仕
事
」
プ
ラ
ス
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
─
」
と
題
し
て
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
推
進
す
る
「〈
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〉
と
建
学
の
精
神
」

研
究
事
業
、渋
谷
学
研
究
会
の
主
催
に
よ
り
録
画
配
信
に
て
開
催
さ
れ
た（
國
學
院
大
學
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル〈
動
画
ア
ー

カ
イ
ブ
〉
に
て
公
開
）。
本
記
録
は
、
そ
の
第
二
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
の
報
告
・
コ
メ
ン
ト
の
内
容
を
も
と
に
、
加
筆
修
正
を
行
な
い
、

編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
す
る
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」（
正
式
名
「
共
生
社
会
×
渋
谷
カ
フ
ェ
」）
と
は
、「
多
様
性
」
と
「
共
生
社
会
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
渋
谷
に
通
う
学
生
、
会
社
員
、
来
街
者
、
渋
谷
区
民
、
渋
谷
に
関
心
の
あ
る
方
を
主
な
対
象
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

発
見
と
話
題
提
供
者
を
交
え
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
社
会
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
生
き
方
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
回
目
の
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
で
は
、
第
一
回
に
引
き
続
き
、「
シ
ブ
サ
ス
」（
シ
ブ
ヤ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
推
進
協
議
会
）
の
関
係
者
と
連

携
し
、「
渋
谷
の
落
書
き
と
ア
ー
ト
の
あ
い
だ
」
と
題
し
て
対
話
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
メ
イ
ン
と
な
る
話
題
は
、
ア
ー
ト
の
「
仕
事
」

《
公
開
講
座
記
録
》

第
二
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」（
共
生
社
会
×
渋
谷
カ
フ
ェ
）

　
　
　
　
「
渋
谷
の
落
書
き
と
ア
ー
ト
の
あ
い
だ　
─「
仕
事
」プ
ラ
ス
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
─
」
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を
通
じ
て
社
会
課
題
解
決
に
取
り
組
む
、
一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＆
Ａ
Ｒ
Ｔ
代
表
理
事
の
傍
嶋
賢
氏
か
ら
提
供
い
た
だ
き
、
シ
ブ
ヤ

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
推
進
協
議
会
の
松
嶋
範
行
氏
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
教
授
の
古
沢
広
祐
氏
を
迎
え
、
三
人
の
対
談
が
行

な
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、「
仕
事
」
と
し
て
社
会
課
題
解
決
の
活
動
に
携
わ
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
の

楽
し
さ
・
遣
り
甲
斐
・
困
難
さ
・
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
の
対
話
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
三
人
の
対
談
内
容
に
つ
い
て
、
渋
谷
区
環
境
政
策
部
環
境
整
備
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
係
長
の
清
水
裕
樹
氏
、
第
七
回
「
渋

谷
区
長
へ
の
施
策
提
言
コ
ン
ペ
」（
令
和
五
年
度
開
催
）に
お
い
て
区
長
賞
を
受
賞
し
た
國
學
院
大
學
学
生
の
清
水
元
葵
氏
、三
浦
夕
佳
氏
、

森
下
陽
向
氏
、
小
松
遥
氏
の
グ
ル
ー
プ
、
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
研
究
員
の
秋
野
淳
一
氏
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
異

な
る
角
度
か
ら
の
視
点
も
交
え
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
・
コ
メ
ン
ト
を
通
し
て
、
渋
谷
区
の
環
境
問
題
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

の
取
り
組
み
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
議
論
が
さ
ら
に
深
ま
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
企
画
し
た
第
二
回
「
し

ぶ
カ
フ
ェ
」
の
記
録
を
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
本
記
録
を
掲
載
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
報
告
者
及
び
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
加
筆
修
正
な
ど
の
作
業
に
ご
協
力
を

賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

◇
講
演
会
記
録
（
所
属
・
肩
書
は
開
催
当
時
。
敬
称
略
）

第
二
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」（
共
生
社
会
×
渋
谷
カ
フ
ェ
）

「
渋
谷
の
落
書
き
と
ア
ー
ト
の
あ
い
だ　

─
「
仕
事
」
プ
ラ
ス
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
─
」

主　
　

催　

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
「〈
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〉
と
建
学
の
精
神
」
研
究
事
業
×
渋
谷
学
研
究
会

開
催
方
法　

國
學
院
大
學
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
動
画
ア
ー
カ
イ
ブ
）
に
よ
る
配
信
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※
配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=LA

z7JK
N

qT
Ew

日　
　

時　

令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
三
月
十
一
日
（
金
）
よ
り
配
信
開
始

報 

告 
者　

古
沢
広
祐
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
教
授
）

　
　
　
　
　

松
嶋
範
行
（
シ
ブ
ヤ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
推
進
協
議
会
リ
ー
ダ
ー
）

　
　
　
　
　

傍
嶋　

賢
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＆
Ａ
Ｒ
Ｔ
代
表
理
事
）

コ
メ
ン
ト　

清
水
裕
樹
（
渋
谷
区
環
境
政
策
部
環
境
整
備
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
係
長
）

　
　
　
　
　

清
水
元
葵
（
國
學
院
大
學
学
生
・
第
七
回
「
渋
谷
区
長
へ
の
施
策
提
言
コ
ン
ペ
」
区
長
賞
受
賞
者
）

　
　
　
　
　

三
浦
夕
佳
（
同
右
）

　
　
　
　
　

森
下
陽
向
（
同
右
）

　
　
　
　
　

小
松　

遥
（
同
右
）

　
　
　
　
　

秋
野
淳
一
（「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
事
務
局
、
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
・
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
研
究
員
）

司
会
進
行　

小
林
裕
美
子
（
國
學
院
大
學
大
学
院
生
・
研
究
開
発
推
進
機
構
作
業
協
力
者
）

※�

本
記
録
の
編
集
作
業
は
、
髙
橋
亮
一
（
研
究
開
発
推
進
機
構
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
）、
山
口
順
平
（
研
究
開
発
推
進
機
構
研
究
補
助
員
）、

篠
原
大
輝
（
同
上
）
が
主
に
担
当
し
、
宮
本
誉
士
（
研
究
開
発
推
進
機
構
教
授
）、
佐
藤
響
（
研
究
開
発
推
進
機
構
臨
時
雇
員
）、�

平
塚
結
希
（
同
上
）
が
協
力
し
た
。
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【
古
沢
】
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
古
沢
で
す
。
國
學
院
大
學
の
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
の
第
二
回
目
を
こ
れ
よ
り
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
回
の
第
一
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」（「《
公
開
講
座
記
録
》
第
一
回
『
し
ぶ
カ
フ
ェ
』（
共
生
社
会
×
渋
谷
カ
フ
ェ
）『
シ
ブ
サ
ス
─
東
京
渋
谷
で
進
む
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
─
』」『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
十
八
号
、
令
和
六
〈
二
〇
二
四
〉
年
）
で
は
、
今
回
も
お
越
し
い

た
だ
い
た
松
嶋
範
行
さ
ん
や
、
國
學
院
大
學
学
生
の
俵
里
奈
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
は
、
持
続
可
能

な
渋
谷
を
め
ざ
す
松
嶋
さ
ん
を
中
心
と
し
た
シ
ブ
サ
ス
（
シ
ブ
ヤ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
推
進
協
議
会
）
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
行
な
っ
て
い
る
公
開
講

座
で
す
。
渋
谷
区
と
連
携
し
な
が
ら
、
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
シ
ブ
サ
ス
で
は
、
今
回
の

「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
や
授
業
等
で
國
學
院
大
學
と
も
連
携
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
特
に
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
は
、「
落
書
き
」
あ
る
い
は
「
ア
ー
ト
」、
も
う
一
つ
は

「
仕
事
」
と
い
う
こ
と
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
渋
谷
を
も
う
一
度
見
直
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
渋
谷
は
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
シ
ブ
ヤ
」
と
い
う
の
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い
て
、
シ

ブ
サ
ス
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
渋
谷
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ

る
ビ
ル
街
だ
け
で
は
な
く
、
人
々
の
生
活
が
あ
り
、
自
然
と
の
つ
な
が
り
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
つ
な
が
り
の
中
で
様
々
な
出
会
い
や
発
見
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出

て
い
く
と
き
に
、
多
面
的
に
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
い
く
よ
う
な
生
き
方
も
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

第
二
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」（
共
生
社
会
×
渋
谷
カ
フ
ェ
）

　
　
　
　
「
渋
谷
の
落
書
き
と
ア
ー
ト
の
あ
い
だ　
─「
仕
事
」プ
ラ
ス
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
─
」
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い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
文
化
の
発
信
地
で
あ
る
渋
谷
に
お
い
て
、
ア
ー
ト

に
関
わ
る
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
傍
嶋
賢
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い

ま
す
。
傍
嶋
さ
ん
は
、
渋
谷
の
各
地
で
行
な
わ
れ
た
活
動
を
紹
介
し
表

彰
す
る
取
り
組
み
、「
渋
谷
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
」
で
、
第
一

回
（
平
成
三
十
一
〈
二
〇
一
九
〉
年
）
の
大
賞
を
受
賞
〔「
落
書
き
の
除
去
活
動

及
び
啓
発
活
動
に
関
連
す
る
事
業
」〕
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
は
そ
の
話
が

メ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
お
話
を
い
た
だ
く
松
嶋
さ
ん
も
「
渋
谷
未
来
デ
ザ

イ
ン
」〔
平
成
三
十
〈
二
〇
一
八
〉
年
に
設
立
さ
れ
た
社
会
的
課
題
解
決
に
取
り

組
む
産
官
学
民
連
携
組
織
〕
や
、
渋
谷
で
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

─
多
様

な
新
し
い
仕
事
を
つ
く
っ
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み

─
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
先
頭
に
立
っ
て
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た

お
話
も
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
第
二
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
で
は
、
渋
谷
の
多
面
的

な
姿
を
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。


